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A-５ 技術課題 

GSMP仕様が明確でないケースや GSMP仕様では規定がない日本独自の業務要件な
どの理由で、技術的な課題が挙がっている。 
現段階の技術課題について、以下に述べる。対応案として、いくつかの選択肢がある

が、ここでは対応案の一つとして記述する。 
 

A-５-１技術課題一覧 

技術課題について、一覧を以下に示す。 
図表 A-５-1：技術課題一覧 

No 課題内容 対応案 
1 商品登録時の

Notification自動送信 
Data Pool（DP）の特別機能として、Synchronisation 
Listを自動で作成し、Notificationさせる（独自拡張
機能） 
但し、以下を考慮する 
－ Synchronisation Listと併せて、Publication List
も作成する 

－ Subscription Listは作成しない（Registryにも
送信しない） 

－ Synchronisation Listを自動作成＆Notification
実行対象の Data Recipient（DR）を限定する 

2 Confirmation実行 
－ Catalogue Item 

Confirmation（CIC）
を返さなくても更新

情報を取得したい 
－ Confirmationのス
テータスを変更した

い 

GSMP仕様で明記されており、特別対応の必要はなし
⇒ Catalogue Item Confirmation（CIC）を返さな
ければ、SDPは DRに対し、更新データを送りつ
づける 

⇒ Request For Catalogue Item Confirmation
（RFCIN）機能により、Synchronisation List
の Statusがリセットされる 
（SDP側で RFCIN受信の際、該当データの
Synchronisation Listの statusを"unknown"に
変更する） 

3 マスタ登録時の Status
管理 

基本項目の同期化か関係依存項目の同期化なのかを

Data Recipient（DR）側で判別できるように、
Catalogue Item Notification（CIN）情報に、関係依
存データフラグを付与して、送信する 
Data Recipient（DR）側での Confirmationの意味合
いは、基本項目の同期化と関係依存データの同期化

で、異なってくる為、以下の対応を実施する。 
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⇒ 関係依存データ用の承認ステータスを、

Confirmation Statusに増やす 
⇒ 非承認の場合は、理由も付加できるようにする 
⇒ 増やした承認ステータスは、Synchronisation 

Listとは別に管理する 
※ Synchronisation Listへの独自拡張は実施せず、
関係依存項目同期化の Confirmation Statusお
よび非承認理由に関しては、別 Listで管理する
ことにする 

4 個別情報の管理 個別情報の XMLスキーマを Data Pool（DP）で管理
し、Catalogue Item Notification（CIN）送信時に個
別情報を付与して送信する 
※ 実際には、XMLスキーマの格納先情報のみを同
期化し、スキーマ自体は、格納先情報を元に、

別途取得させる 
⇒ Party同期化データの項目に、「個別スキーマ情
報格納先情報」を追加 

5 Validationの管理 個別情報の Validationルールを Data Poolで管理し、
Catalogue Item Notification（CIN）送信時に個別
Validation情報を付与して送信する 
※実際には、Validationルールの格納先情報のみを
同期化し、ルール自体は、格納先情報を元に、別

途取得させる 
⇒ Party同期化データの項目に、「個別 Validation
ルール格納先情報」を追加 
※ Validationについては、基本情報の Validation
プロセスについても未定なことが多いのでどこ

まで対応するかを要検討 
6 階層情報の同期化 階層情報の同期化の方式としては、大きく 

－ Catalogue Item Link 
－ Configuration 
の二つが考えられる。今後、双方の方式を比較検討し、

どちらの方式を用いて、設計・開発を行うかを決定し

ていく。 
7 ユーザインタフェース WEBインタフェース、Excelインタフェース等を考

慮する 
※ 個別情報用のインタフェースのシステム化は別

途検討（実証実験の際は、個別対応を想定） 
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A-５-２課題と対応案 

課題と対応案について、以下に記述する。 
 
（１）商品登録時の Notification自動送信 
 
 

1) 課題概要 
業務負荷を抑える為にも、決められた取引先間では、Subscription、Publication
指示を実施しなくても、商品マスタデータを同期化できるようにしたい。 

 
 

2) 対応案 
基本的には、GSMP仕様に則り、Publication、Subscriptionのプロセスを行い、

データ同期化を実現する。しかし、特殊な事情により、Subscription指示が行えな
い場合、プライベート商品に限って、Data Pool（DP）の独自拡張機能として、
Data Source（DS）が商品マスタ登録時に、Synchronisation Listを自動で作成し、
Notificationさせる案を検討する。 

 
但し、以下を考慮する。 
－ Synchronisation Listと併せて、Publication Listも作成する 
－ Subscription Listは作成しない（Registryにも送信しない） 
－ 全ての Party（Data Recipient）に適用すると問題が発生するケースが
考えられる。従って、 Synchronisation List を自動作成により
Notificationを自動送信が行える Data Recipient（DR）を限定させる 
⇒ Party同期化情報を使用し、glnToPublish項目を活用する想定 
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① 処理概要 
処理概要を以下に記述する。 

 
図表 A-５-2：商品登録時の Publication/Subscription同時実行 処理概要 

 

DataSource DataRecipientSourceDataPool RecipientDataPoolLocal Registry

CatalogueItem登録依頼

add(CatalogueItem
Notification)

add(CatalogueItem
Notification)

CatalogueItem
登録 CatalogueItem

CatalogueItem
登録 CatalogueItem

add(CatalogueItem
RegistrationResponse)add(CatalogueItem

RegistrationResponse)

STEP1

DRから、転送されたCatalogueItem情報を、
SDPに格納する。

STEP2

SDPから、転送されたCatalogueItem情報を、
LRに格納する。

PublicationList
(CIP)

PublicationList
作成

STEP3

CatalogueItemマスタから、PublicationListを作成
する。

CatalogueItem

SynchronisationList
作成

SynchronisationList

GTIN　(CIPのGTINをセット)
GLN　(CIPのGLNをセット)　
TM　（CIPのTMをセット)　　　　　　
RecipientDataPoolGLN　(セットなし)
DataRecipientGLN　(セットなし）　　
ConfirmationStatus　(セットなし)　　　　

STEP4

SubscriptionListを使わず、STEP3で作成した
PublicationListら、SynchronisationListを自動的
に作成する。
SynchronisationListのDataRecipientは、Party情
報に登録があるTradeing Partnerのみとする。
（今回はglnToPublish項目を活用する想定）

GTIN、GLN、TMのキーで
CatalogItemマスタからCIN必要な
情報を取得し、CINデータを作成

Notification
(CIN)

CatalogueItem
マスタ

STEP5
CIN（Catalogue Item Notofication）情報の作成
GTIN+GLN+TMをキーにCatalogueItemマスタか
ら、必要な情報を取得し、CIN情報を作成

STEP6
Notification情報の送信実施：
DataPoolPlofile情報から、RecipientDataPoolへ
の送信情報を取得し、送信する

add(CatalogueItemNotification)

add(CatalogueItem
Notification)

ＲＤＰへＣＩＮの送信処理

ＤＲへＣＩＮの送信処理
DataPool
Profile情報

Party情報
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② 処理ステップ 
処理ステップを以下に説明する。 

 
 

STEP1：Catalogue Item情報の登録（Source Data Pool） 
Data Recipient（DR）で登録指示をした Catalogue Item情報を、Source Data 
Pool（SDP）の Catalogue Itemマスタに格納する。 

 
STEP2：Catalogue Item情報の登録（Local Registry） 

Source Data Pool（SDP）から、Local Registry（LR）に転送した Registry 
Catalogue Item情報を、Local Registry（LR）に格納する。 

 
STEP3：Publication Listの自動生成 

Registry Catalogue Itemの登録が正常な場合、Catalogue Itemマスタから、
Publication Listを自動生成する。 

 
STEP4：Synchronisation Listの自動生成 

STEP3 で作成した Publication List と Catalogue Item 登録情報から、

Synchronisation Listを自動生成する。 
Synchronisation Listに設定する Data Recipient（DR）は、Party同期化情
報に登録のある Trading Partnerのみとする。 
今回は、パーティ同期化情報項目の、glnToPublish 項目を使用する。
glnToPublishで指定されている Party のみ、Synchronisation Listを自動作
成させる。 
※ 登録した Catalogue Itemとマッチング対象の Subscription情報が存在 
する場合は、通常のマッチング処理にて、Synchronisation Listの作成 
を行う。 

 
STEP5：Catalogue Item Notification（CIN）情報の作成 

GTIN+GLN+TMをキーに Catalogue Itemマスタから、必要な情報を取得し、
Catalogue Item Notification（CIN）情報を作成する。 

 
STEP6：Catalogue Item Notification（CIN）情報の送信 

Data Pool Profile情報から、Recipient Data Pool（RDP）への送信情報を取
得し、Catalogue Item Notification（CIN）情報を送信する。 
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（２）個別情報の Notification送信と個別 Validation管理 
 
 
１） 課題概要 

個別項目は、小売の事業戦略上必要となる情報群で、小売業各社で管理する情

報となる。GSMPで定義されている Catalogue Item情報は、基本項目、関係依
存項目となっており、個別項目の管理については明記されていない。 
また、個別情報の Validation ルールの管理についても明記されていない為、
個別情報の同期化にあたり、独自拡張が必要となる。 

 
 
２） 対応案 

個別情報の XML スキーマを Data Pool（DP）で管理し、Catalogue Item 
Notification（CIN）送信時に個別情報を付与して送信する。Party 同期化デー
タに個別情報スキーマおよび個別 Validation情報を追加する。 

 
 

図表 A-５-3：個別情報の Notification送信と個別 Validation管理 処理概要 
 
 
 
 
 

Party B情報
企業名
所属情報

個別情報スキーマ
個別Varidation情報

Source Data Pool

Catalogue
Item情報

CIN作成 CIN CIN受信 Validation

Party情報

Catalogue
Item情報

Recipient Data Pool

Party B情報
企業名
所属情報

個別情報スキーマ
個別Varidation情報

Step4

Step2 Partyデータ同期化

Step1

Step8

Local Registry

データ同期化

Party A
(Data Source)

Party B
(Data Recipient)

CIN

Step7

Party B
(Data Recipient)

Party情報

Step3

CIN送信

Step5 Step6
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STEP1：Party情報の登録 
Party登録時に個別情報 XMLスキーマ、個別 Validation情報を登録する 
※ Party同期化登録（個別情報登録）処理概要を参照 

 
STEP2：Party情報のデータ同期化 

Data Source（DS）、Data Recipient（DR）間で、Party情報の同期化を実施
しておく 
その際、必要な個別情報スキーマ、個別 Validation情報も同期化する 

 
STEP3：個別情報スキーマ＆個別 Validation情報の取得（Data Recipient） 

Data Recipient（DR）の Party 情報から、"個別情報スキーマ"情報、"個別
Validation"情報を取得する 
※ 個別情報取込処理概要を参照 

 
STEP4：Catalogue Item Notification（CIN）情報の作成 
取得した個別情報スキーマの情報を付与して、Catalogue Item Notification
（CIN）情報を作成する。 
個別情報をセットする際は、個別 Validation 情報を使用して、Validation を
実施する。 

 
STEP5：Catalogue Item Notification（CIN）情報の送信 

Data Pool Profile情報から、Recipient Data Pool（RDP）への送信情報を取
得し、送信する。 

 
STEP6：CIN情報の受信 

Data Recipient（DR）側で Catalogue Item Notification（CIN）情報を受信
する 

 
STEP7：個別情報の Validation 
個別情報が Catalogue Item Notification（CIN）情報に付与されている場合は、
STEP2で同期化した個別 Validation情報を使用して、Validationを実施する 

 
STEP8：Confirmation実施 

Validationに問題がなかった Catalogue Item Notification（CIN）情報に対し、
Confirmationを実施する 
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図表 A-５-4：Party同期化(個別情報登録)処理概要 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① Data Recipient（DR）が自社の Party情報を登録する際に、個別情報 XMLス
キーマおよび個別情報 Validationルールを登録する 

② Party同期化データ登録処理を実行 
③ Party同期化データをデータベースに登録する際、個別情報 XMLスキーマおよ
び Validation ルールについては、格納先情報（格納先の URL 情報）を格納す
る 

④ 個別情報XMLスキーマおよびValidationルールを別途格納する（ファイルベー
スでの格納を想定している） 

⑤ Party情報登録処理終了結果を Data Recipient（DR）に通知する 
 

Recipient Data Pool

Party情報

Data
Recipient

③

①

②

個別情報
XMLス
キーマ

Party情報登録
処理

⑤　通知

クライアント

Partyデータ格納

個別情報
Validation
ルール

Data Recipient
Party情報

XML

Data Recipient
Party情報

＋
個別情報XMLスキーマ
個別Validationルール

格納先情報

個別情報
XMLス
キーマ

個別情報
Validation
ルール

④

個別情報格納サイト
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図表 A-５-5：個別情報登録処理概要 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① Recipient Data Pool（RDP）から Source Data Pool（SDP）へ Data Recipient
（DR）の Party情報を Notificationする（但し、個別情報は､格納先情報のみ
を同期化する） 

② Source Data Pool（SDP）から Data Source（DS）へ Notificationをフォワー
ドする 

③ Data Source（DS）は、Data Recipient（DR）の個別情報が必要になった際に、
個別情報格納先情報（URL）を使用し、個別情報 XML スキーマ、個別情報
Validationルールをリクエストする 

④ 格納サイトより個別情報を Data Source（DS）へ送る 

Source Data Pool

Data Source

②　Party情報　 Notificaiton
アプリケーション

個別情報
Request

Recipient Data Pool

アプリケーション ①　Party情報　Notificaiton

④

③

個別情報XMLデータおよび
Validationルールは格納先情報

（URL）のみ同期化

クライアント個別情報XMLデータおよび
Validationルールは格納先情報

（URL）のみ同期化

個別情報
XMLス
キーマ

個別情報
Validation
ルール

個別情報
格納サイト

個別情報
XMLス
キーマ

個別情報
Validation
ルール

個別情報
送信
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（３）Confirmation実行指示について 
 

１）課題概要 
小売、卸側の業務負荷を抑える為にも、受け取った棚割情報全てに対し、

Confirmation指示をするのは現実的ではない。従って、Confirmationを返さなく
ても商品データの更新情報を取得したい。 
また、Confirmationの指示を間違って行った際に、Confirmationのステータス
の変更を行うことができるプロセスが必要となる。 
－ Rejectedの Statusを復活させる 
－ Synchronisedの Statusを変更させる 

 
 
２） 対応案 

Confirmation について、GSMP ドキュメント（BRD Catalogue Item 
Synchronisation Ver1.8）にて、以下の通り、記述されている。 

 
－ Data Recipient（DR）が、Catalogue Item Confirmation（CIC）情報を返
さなければ、Source Data Pool（SDP）は Data Recipient（DR）に対し、更
新データを送り続ける 

－ Request For Catalogue Item Notification（ RFCIN）機能により、
Synchronisation Listの Statusをリセットされる 
（Source Data Pool側で RFCIN受信の際、該当データの Synchronisation 
Listの statusを"unknown"に変更する） 
 

しかし、Request For Catalogue Item Notification（RFCIN）機能は、GSMP
にて現在も引き続き検討中で、仕様が確定していない為、今後、GSMP 仕様の確
認が必要となる。 
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（４）マスタ登録時の Status管理 
 
 
１）課題概要 
基本項目だけではなく、関係依存項目を含めた、商品情報の取込状況を共有する

仕組みの検討が必要となる。 
 
 
２）対応案 
基本項目と関係依存・個別項目の同期化の流れは以下の通りと考えている。 

 
 
STEP1：Data Source（DS）が、基本項目情報（マスタ情報）の登録申請 
 
STEP2：Data Recipient（DR）が、基本情報を Catalogue Item Notification（CIN）

情報として受信 
 

STEP3：Data Recipient（DR）が、基本情報について、同期化承認を実施 
※ 従来の Confirmationプロセスとして実施 

 
STEP4：Data Source（DS）が、関係依存（個別項目）を付与して、再申請 
⇒ 更新情報として、Catalogue Item Notification（CIN）送信される 
その際、基本情報の Catalogue Item Notification（CIN）と区別する為、関
係依存（個別項目）情報の Catalogue Item Notification（CIN）の場合は、
関係依存データフラグを付与して送信する（独自拡張機能） 
※ "関係依存項目、個別項目追加・更新時のビジネスプロセス図"を参照 

 
STEP5：Data Recipient（DR）が、関係依存（個別項目）情報を Catalogue Item 

Notification（CIN）情報として受信 
 
STEP6：Data Recipient（DR）が、関係依存（個別項目）について、同期化承認

を実施 
⇒ 関係依存データの承認と基本情報の承認を区別する為、関係依存用の承認 
ステータスを新規に設ける（独自拡張機能） 

⇒ 非承認の場合は、非承認理由を記述し、承認データに付与して、Data Source
（DS）に送信出来るようにする（独自拡張機能） 
※ “関係依存項目、個別項目追加・更新データの Confirmationビジネスプロ
セス図"を参照 
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STEP7：Source Data Pool（SDP）が、Data Recipient（DR）から受信した
Confirmationで、Synchronisation Listに更新 

⇒ 承認ステータスの追加、非承認理由の追加は、独自実装となる。 
今回は、Synchronisation List に独自実装するのではなく、関係依存データ
用に Synchronisation Listを新たに追加し、その Listに更新を実施すること
を想定している 
（関係依存データ用 Synchronisation Listの追加は、従来の Synchronisation 
Listに独自実装を追加したくないといった理由によるが、対応方法について、
今後も検討していく必要がある） 

 



 

 A-５-13

図表 A-５-6：関係依存項目、個別項目追加・更新時のビジネスプロセス図 
 
 
 
 

基本項目

関係依存
項目

DataSource DataRecipient

関係依存
データフラ
グ="TRUE"

SourceDataPool RecipientDataPoolLocal Registry

change_by_refresh
(CatalogueItemRegistration)

CatalogueItem
更新

XML

CatalogueItem
ｽﾃｰﾀｽ更新

signal(Receipt
Acknowledgement)

XML

add(CatalogueItemRe
gistrationResponse)

CatalogueItem

CatalogueItem

CatalogueItem
Validation

signal(Acceptance
Acknowledgement)

XML

signal(Business
Exception)

signal(Receipt
Acknowledgement)

XML

XML

CatalogueItem更新依頼

CatalogueItem
更新

change_by_refresh(Catalogu
eItemNotification)

CatalogueItem

status="Update"

status="Updated"

status="Updated"

CatalogueItem
Validation

XML

signal(Receipt
Acknowledgement)

signal(Acceptance
Acknowledgement)

XML

signal(Business
Exception)

XML

XML

XML
add(CatalogueItem

RegistrationResponse)

signal(Receipt
Acknowledgement)

XML

XML
signal(Business
Exception)

CatalogueItem
ｽﾃｰﾀｽ更新CatalogueItem

status="Error"

XMLchange_by_refresh(CatalogueItemNotification)

signal(ReceiptAcknowledgement)
XML

Matching

XML
change_by_refresh

(CatalogueItemNotification)

signal(ReceiptAcknow
ledgement)

XML

個別項目
追加
情報

(更新分)

基本項目

関係依存
項目

個別項目

基本項目

関係依存
項目

個別項目
関係依存
データフラ
グ="TRUE"

DRは、関係依存データフラグ
により、CIN情報を判別する
(基本項目のCINか？
関係依存項目のCINか？)
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図表 A-５-7：関係依存項目、個別項目追加・更新データの Confirmationビジネスプロセス図 

 

 
 

DataSource DataRecipientSourceDataPool RecipientDataPoolLocal Registry

Confirmation
Validation

Catalogue Item
Confirmation依頼

XML
add(Catalogue ItemConfirmation)

XML
add(Catalogue ItemConfirmation)

Massage
Validation

Matching

signal(Business Exception)
XML

Confirmation
Confirmation

登録

signal(ReceiptAcknowledgement) XML

signal(AcceptanceAcknowledgement)
XML

Confirmation
Confirmation

登録

Status更新 Synchronisation
List

signal(Business Exception)

signal(AcceptanceAck
nowledgement)

signal(Receipt
Acknowledgement)

XML

XML

signal(ReceiptAcknowledgement)
XML

add(Catalogue ItemConfirmation)

XMLsignal(Business Exception)

status="Confirmed"

status="Confirmed"

Confirmation
ｽﾃｰﾀｽ更新Confirmation

status="Error"

関係依存データ用
Synchronisation List

関係依存項目承認ステータス
をセットしてConfirmationを実施

関係依存項目のConfirmation
Statusおよび非承認理由は、
通常のSynchronisation Listと
は別に関係依存データ用
Synchronisation Listに更新
する

非承認の場合は、
理由も付与できる
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（５）階層（Hierarchy）情報の同期化 
 
 
１）課題概要 
階層（Hierarchy）情報の同期化については、GSMPで仕様が検討されているが、
まだ明確になっていない。 

 
 
２）対応案 
階層情報の同期化の方式としては、大きく 
－ Catalogue Item Link 
－ Configuration 
の二つが考えられる。 
 
階層情報の考え方について、簡単に記述する。 
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① Configurationの考え方 
Configurationは、アイテムユニット識別子（単品、ケース、パレットなど）を
グルーピングしたものになる。 

 
図表 A-５-8：Configurationの概念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単品単品

ケース ケース

パレット

単品

グルーピング情報

Configuration1 Configuration2 Configuration3
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Configurationの同期化は、Configuration単位で実施される。 
 

図表 A-５-9：Configurationの同期化 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Source Data Pool

ケース

パレット

単品

ケース

パレット

単品

Recipient Data Pool

同期化
(CIN)
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② Link（ItemLink）の考え方 
Link（ItemLink）は、アイテムユニット識別子（単品、ケース、パレットなど）
間のリレーショナル関係を、Link情報により、表現したものになる。 
下層のアイテムユニットは、NextLowerLevelTradeItem情報により、紐付けさ
れる。 

 
図表 A-５-10：Link（ItemLink）の概念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Next Lowerlevel GTIN

単品

ケース

Next Lowerlevel GTIN

Link情報
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最上位の商品情報が同期化された場合、Link情報で関連されている商品全てが、
同時に同期化される。 
 

図表 A-５-11：Link（ItemLink）の同期化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同期化
(CIN)

Source Data Pool Recipient Data Pool
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階層情報の同期化について、以下の視点で比較・検討していく必要がある。 
－ データメンテナンスの容易性 
－ 管理するデータ量 
－ データ同期化プロセスの容易性 
 

図表 A-５-12：比較検討事項 
 

 データメンテナンス 
の容易性 

管理するデータ容量 データ同期化プロセス

の容易性 
Configuration ユニットごとにグルー

ピングするだけなの

で、リレーショナルで

管理するより、容易で

ある 

下層のアイテムユニットは、

コンフィグレーションごと

に設定しないといけないの

で、管理するデータ量として

は、増加する 

コンフィグレーション

単位での同期化とな

り、概念的には容易で

ある 

Link 
(ItemLink) 

階層ごとにリレーショ

ナル情報を Link情報
として設定していくの

で、管理が煩雑となる

全てリレーショナル情報で

表現される為、下層アイテム

ユニットの情報が重複する

ことがなく、管理するデータ

量としては少なくなる 

リレーショナル関係に

あるユニット単位に同

期化となる為、煩雑と

なる 

 
 
今後、引き続き、双方の方式を比較検討し、どちらの方式を用いて、設計・開発

を行うかを 
決定していく。 
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（６）ユーザインタフェース 
 
 
１）課題概要 

Data Source（DS）～ Source Data Pool（SDP）、Data Recipient（DR）～
Recipient Data Pool（RDP）間のユーザインタフェースについては、GSMPの
取り決めではなく、Data Pool（DP）と各 Partnerとの間で取り決めとなる。 
その為、機能整理が十分になされていない。 

 
 
２）対応案 
ユーザインタフェースで考慮すべきは、以下となる。 
－ ユーザインタフェースの種類 
（WEBインタフェース、Excelインタフェースなど） 

－ 通信プロトコルの種類 
（EDIINT AS2、HTTPS、全銀、FTPなど） 

－ ユーザインタフェース構築の容易性 
（新規 Partnerが Data Poolに属する際、双方のユーザインタフェースが容
易に構築できること。Catalogue Itemに関しては、Partnerごとに個別情報
を持つので、ユーザインタフェースも変わってくる。如何に柔軟に対応でき

るか） 
 

これらは、Data Pool（DP）の PIM（Product Information Management）機能
として、Data Pool（DP）の差異化を図る上でも、重要な要素になってくる。 
対応方針については、今後も引き続き、検討が必要になる。 

 
 

今回の実証実験では、ユーザインタフェース、通信プロトコルに関しては、候補

を絞って、限定して実施することにする。 
また、ユーザインタフェースの構築については、個別情報のスキーマから、イン

タフェースを動的に生成する（動的にWEB画面を生成）など汎用性を考慮してい
くが、実証実験では、個別に対応が必要になると想定している。 

 


